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　　　　　　　　　　　　　メ合成樹脂減圧茄温浸透法曜による薄片作成の研究

大　塚　　寅　雄畳
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　　Under　the　urgent　need　fof　preparing　thin　section　of　sof転rocks　in　some　petrograp域c

studie判theprese血twrit6riswi11三ngt・3Pplynewmeth・din融gsyntheticresinas吻・
3gurating　matrix。The　most丘tted　resi茸is“urex　III”whic血，in　using，must　be　diluted　by

formalin・methyl　alcohoL　Be歪ore　prepaぎing　thin　section，the　rock　specimen　is　immersed　in

the　diluted　urex　III，heated　by　about6G－650q　i晒air　bath，，but　into　9始ss　case　of　reduced

pressure　to　about15－10Hgmm，and　dried．
　　By　these　perations　the　specimen　is　completely　coagulated’丘lled　up　their　F　int6rstices

and　pores　by　the　solidi丘ed　synthetic　resine．　Thus　it　is　ready　to　be　polished　or　sliced　by　、

lpolishing　Powder・　And元he　slice　may　be　fixed　on7ure琴III　is1・434in　liduidous　and1・486

0n　solidi丘ng．

1．序　　言

　脆弱な岩石・粘土および鉱物に対しては，從来より一

般に堅硬な岩石類に対して行われていたカナダバルサ

ムによる固化と，カーボランダムの研磨による薄片作成

法を適用することができないので1），ほとんど顯微鏡に

、よる組織的な研究を行うことができなかつた。筆者は以

前から，これら脆弱な岩石類の顯微鏡研究が，あまり進

捗し七いないのを遺憾に思い，薄片作成のよい方法を発

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ見するべく努力を続けていたところ，たまたま，当所石

油課が千葉縣茂原地方の天然ガス田の調査を行うに当

り，これと同檬の問題を解決する必要に迫られ，筆者に

』相談があつたので，從来心にえがいていた方法を実験に

し，最近一悪の成果を得たので，こ』にその結果の大略

　　　　　　　　　　　’移を発表する次第である。

　この実験の助手には田村芳雄が当り，研磨作業は大野・

正一が分担した。また，本試験の実施に当∫り，各種の援

，助を賜わつた名古屋工業試験所大橋技官および電気試験

所山田博士に対し深甚の謝意を表するものである。

2．研究方針

一般に薄片作成上の障碍となる事項を大別すると次の

＊　名古屋駐在員事務所

ユ）沸石類ばバルサムで加熱固化する場含脱水する。ま㍗バントナイト

　類は研磐の時吸水膨潤し，薄片作成を不可能にするこ≧が多い。

ように要約される。

　1試料そのものに原因を有するもの

　2　研磨材料あるいは凝固剤等に原因を有するもの

　3　研磨技術に原因の存する場合

　これらのうち，研磨技術が原因となる場合は，重大な

要素には違いがないが，何分にも個人差に基づくもので

あつて，本硫究の主旨からずれば考慮する必要がない。

したがつて研究の対象となるのは1および2であるが，

1に関してはさらに試料の麗織の強度と組織の変化と．に

原因を大別するこどができる。前者は主として，組成鉱

、物粒子間の膠着力と各鉱物の硬度差により，後者は物理

的と化学的変化によつて支配されるのであるQしたがつ

て本研究にま）つては，これらの障碍を克服するか，1ある

いは諸種の変化を生じないような方法を発見することに

主力を注ぎ，つぎに研磨材料の選択と研磨方法り槍討に

カを費した次第である。

　　　3．合成樹脂減圧加濫漫透法の大略

薄片を作成するためには，かりに鉱物各粒子の硬度差，

が大であつ七も，膠済力の弱い場合でも，と幡かく試料

に薄片製作作業に耐えうるだけの強度を與えなければな

らないし，しかもこの方法が試料に変化を隼じないよう．

なものでなければならない。1

筆者は，眞塞ポソプを利用した減圧下においてわずか

に加濫し，試料中の遊離永およぴ包裏ガスを速かに駆逐、
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合成樹脂減圧加温浸透法による薄片作成の研究　（大塚寅雄）

し，これ吟代つて合成樹脂溶液を漫透せしめ，樹脂の固

化により試料の強度を高め，もつて研磨に耐えさせよう

とする方法を考案した。これをかりに合威樹脂減圧加温

浸透法と名づけることとする。

・3。1．，固化剤および襲置

3．1．1樹脂液　この研究では東洋高馬株式会泣の

UrexIII号をフオルマリンーメチールアルコール

系の溶剤で稀釈したものを使用したが，固化剤として

はかならずしもこれを使用しなければならないというわ

けではない。すなわち低濫において稀薄な稀釈液から容

易に固化し，樹脂が中性で，鉱物の包含している遊離

水・ガスあるいは鉱物中の成分と反懸して有害物質を生
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ぜず，かつ稀薄な溶液としても粘性の強いものなどの性

質を満足するもののなかから，適当な藥品を選択すれば

よいQ
た黛し永と非親和瞳の溶剤は，鉱物や岩石の包i嚢水と』

反揆するので，事前に試料を乾燥しておくことが必要で

ある。また溶劃と氷とがエマルジョソの現象を生ずる場

合には，やN長時間そのまX放置しておけば薄片作成の

障碍とならない。

　3．1．2減圧加温装置　試料の孔隙中に包裏されてい

る遊離水およびガスを駆逐するとともに，樹脂液の浸透

と揮発を促進させるためには，減圧加温装置を作用する

のが便利である。筆者は第1図に示すごとき装置を利用

しているo力鷺濫装置としては市販の小型ニクロム線電熱

器を使用し，濫度の調節には変圧器な利用して，電圧調

整によつて目的を達している。

　減圧にはロ1一タリーポソプを使用し，ベルヂャーはガ

ラス製で，鉄製の基台に密着するようによくすり合わ

せ，接着部には白色ワセリソを塗布した。また，ベルヂ』

ヤーとロータリーポンプとの中間に吸灘襲置を入れてお

いた方が便利である。

　白色ワセリソおよぴロータリーポソプの油は多少包水

する傾向があるので，しばしば取り換える必要がある。

ロ四タリーポンプ油が吸灘した場合には，これをピ［カ

ーに移し，その中に電球を入れ長時聞点燈すれば，完全

に水分を除去し再度使用することができる。

　3．2操作

　3．2．1予備作業

　試料　試料中に遊離水を包含していると，操作が困難

・で』あるので，あらか．じめ60〔’65。Cでair4》ath中に置　、

くかあるいは長時問デシケーター中に放置して乾燥す

る。た攣し，沸石類とくに濁沸石は晩水すると変質崩壊

するので，このような鉱物の存在が予知される試料は乾』

燥しないまx使用する。

　試料があまり大形であると，燥作上不便であるから適

当な厚さと大きさに整えておいた方がよ「いQ筆者は通

常，厚さ1．0～1．5Cm，径3～5Cm程度セ；切断して使

用している。た黛し，試料が粘土である場合には・作業

中に試料に亀裂を隼ずる惧れがあるφで，々」大形に切

断しておいた方参便利であるQ

　試料が砂または粉黙の場合には，薄肉の金属製筒また、

’
は

セロフアソ製の筒に試料を入れ，これに樹脂を注げば

　円筒歌の試料が鴛られる。また試料の量が少ない時は，

　ガラス粉を混じ囎量すればよい・砂状の試料を琿肉の

　ガラス疵例えば試験管，サソプル瓶などに入れて固化

　し，そのまΣ研磨するのも1方法であるQ

　樹脂液Urex　III号を使用する場合には，緻密質の

　試料に対しては稀薄な液を，多孔質のものに対しては濃

　厚な液を用いた方が好結果塗もたらしている・すなわも

　ち，一般には樹脂：溶剤を2：．ゴ程度に使用し，緻密塗

　ものに対しては樹脂＝溶剤を1＝1ないし1：2に使用

　すべきである。なお，試料が遊離アルカ興4富む場合に

　は』数滴噂醗鰍た酬を陣黄また蹴酸塩を多
　く含有する場合には，少量の濃アンモニア液を加えた溶

　剤を，試料中に浸透させてから固化作業を行わないと，

　作業に支障を生ずる場合が多い。試料がきわめて崩壊し

　やすい場合には，上記の藥品を混合した溶剤中に少量の

　樹脂を溶解しておくと，試料の破壌を防ぐのに有用であ

　る。

　　3．2．2襲置の操作　カセロール・磁製ピーカ四あ為

39一（463）
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圖氏版第1　合成樹脂減塵加温漫透法

いは金属製皿の中に試料を入れ，その試料の性質に懸じ

て調整した溶剤を注ぎ，これを電熱器上にのせ，あまり

高濫とならぬように注意しながらベルヂャーをかぶせて

減圧する。溶剤は容易に揮発するので1その時にポソプ

を止め，塞気を入れてペルヂャーを除き，あらためて試

料上に樹脂液を注ぐ。この場合樹脂液を一時に多量注ぐ

と，試料上で沸騰するような現像を生じて試料が破壌す

るこ≧があるので，』費しろ少量過ぎるものを数回に分け

て注いだ方がよい。この試料をふたたび電熱暴上にの

せ，ベルヂャーで覆い，、加溜しつつ減圧するQしばらく

すると試料より気泡を生じ，樹脂液は発泡沸騰状を呈す

るようになる。この時にポンプの作動を止めて房気する

と，丙部の気体などを放出した試料中に容易に樹脂が浸

透する。以上の操作を数回繰り返すと，試料の内部ま云

．樹脂液が浸透する。

　この操作の途中，樹脂液は沸騰賦の現像を呈するが・　　’

溶劃が気化熱を奪うたやに液温は予想外に低く，通常

2《’30Cである。

試料上の樹脂液は加濫しているうちに濃化し，発生する

・泡も大形となり，カラメル状煮経てついには白色海綿状

を呈するに至り，やがて全く固化する。こ・の時に加濫を

止めるのが適当であるが，加濫を止めてからも暫くは排

気操作を続けた方がよい。

・第2図は容量80c・のピーカーに15ceの樹脂液（Ure歯：

溶剤＝2且）を入れ，液温を師。Cに上昇せしめた時，

減圧操作を開始し』た場合の温度曲線・減圧曲線および樹・

4G一（464）



合成樹脂減圧加温浸透法にタる薄片作成の研究　（大塚寅雄）

ノミイロフイ『ライト　×60 凝茨岩（大谷石ミ、、ノ）。x100

ノミイ　ロ　フイ、ラ　イ’ト　　　×60 凝灰岩中のモンモリロナイト　×100

により作成した薄片の顯微鏡篤眞

脂液の状態を示すものである。樹脂液が固化する場合，

焦煙を発することもあるが，樹脂の断熱性により，試料

に変化を生ずることはほとんどなく，沸石や硫黄の如き

ものもこの状態下で充分に針状結晶を保つている・固化

した試料はデシケーター中に移し，充分冷却して後研磨

．用に供する。

　3．2。3，研磨作業

　研磨液レ尿素系樹脂をもつて処理した場合，完全に乾

燥していないと水で研磨する時に樹脂が吸水して粘性が

壇加し，研磨が困難となる。したがつてかりに完全に乾

燥し．ていたとしても，・グリセリン・ラード・流動パラフ

イソあるいはグリースなどを使用する方が安全である。

筆者は，樹能液の残りを研磨液に使用して好結果を得て

いる○

研磨材　研磨材は一般に使用しているカーボラソダム

粉で充分である。薄片の作成を急ぎ試料を樹脂で固化す

る暇のない場合も，樹脂液を研磨液とす知ば試料をその

ままで研磨することが宙能である。た攣しこの場合は

800～2，000番のカーオミランダ’ム粉を使用し．，　あま り力

を加えずに研磨することが必要である。

膠藩剤「從来はカナダバルサムを使用していたが，

バルサムは酸性である上に加熱しなければならぬ不便が

あるので，．低濃で使用できる樹脂をバルサムの代用に使

用すべく研究中で婁）る。筆者は，カバーグラスを使用す

．41一（465）
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る代りに，薄片の表面にUrexIII号を塗布しただけ

で，充分に目的を蓬している。またUrex　III号をバル

サムの代用にして，この上にカバ［グラスを貼り付けて

好結果を得ている。この場合樹脂に10～20％の溶剤を混一

合しておくと，短時問で乾燥して便利である。

　なおl　Urex　III号の屈折率はL434で，乾燥した場

合は11．486であるo

4．結　　論

℃Urex　III号を使用する減圧加濫漫透法の大略を報

告したのであるが，この方法が完全無欠の薄片作成法で

もなく，また使用すべき樹脂およぴ溶剤に関しても，今

後研究すべき幾多の問題が残されている。しかしこの方

法によ，り，從来渾片の作威が困難親されていた脆弱また

は粘土質の試料の顯微鏡研究も，ある程度可能となるの

で，あえてこXに本文を発表した。大方の参考となれば

幸であるQ　 ・　　　一　　　　・　　　（昭和25年研究）

以上で脆弱な岩石・粘土および鉱物の薄片製作法とし
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